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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年6月26日(2008.6.26)

【公表番号】特表2003-533154(P2003-533154A)
【公表日】平成15年11月5日(2003.11.5)
【出願番号】特願2001-583105(P2001-583105)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｓ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｓ   5/02     (2006.01)
   Ｈ０４Ｓ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｓ   3/00    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｓ   5/02    　　　Ｈ
   Ｈ０４Ｓ   5/02    　　　Ｙ
   Ｈ０４Ｓ   7/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月9日(2008.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】
　複数のディスクリート・オーディオ・チャネルと、所定のマルチチャネル・オーディオ
・フォーマットのＭ個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルと
を記録した、機械読取可能な記録媒体であって、前記Ｍ個のディスクリート・サラウンド
サウンド・オーディオ・チャネルは、Ｎ個（Ｎ≧Ｍ）のサラウンドサウンド・オーディオ
信号の混合したものを運ぶものであり、かつ、前記Ｎ個のサラウンドサウンド・オーディ
オ信号の少なくとも１つを運ぶ少なくとも１つのディスクリート拡張サラウンドサウンド
・チャネルを記録した記録媒体。
　　【請求項２】
　請求項１に記載の記録媒体であって、前記ディスクリート拡張サラウンドサウンド・チ
ャネルが、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットに付加された拡張ビッ
トとして前記記録媒体に記録される、記録媒体。
　　【請求項３】
　請求項２に記載の記録媒体であって、前記記録媒体は、前記所定のマルチチャネル・オ
ーディオ・フォーマットで記録された媒体を読み取るように構成されたオーディオ・デコ
ーダの既存のベースでの再生、ならびに、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォ
ーマットと前記ディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとで記録された媒体を
読み取るように構成されたオーディオ・コーダでの再生のために、互換性がある、記録媒
体。
　　【請求項４】
　請求項２に記載の記録媒体であって、前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド
・オーディオ・チャネルと、少なくとも１つのディスクリート拡張サラウンドサウンド・
チャネルとは、デジタル・ビットストリームを形成するオーディオ・フレームのシーケン
スとして前記記録媒体に記録されるものであり、それぞれの前記オーディオ・フレームが
、同期ワードと、前記ディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルを表
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す所定のマルチフォーマット・オーディオ・フォーマットのオーディオ・データと、前記
ディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルを表す前記マルチチャネル・オーディ
オ・フォーマットに付加されるオーディオ・データとを含む、記録媒体。
　　【請求項５】
　請求項４に記載の記録媒体であって、前記オーディオ・フレームのサイズが、前記ディ
スクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルを収容するように、フレームごとに変動す
ることができる、記録媒体。
　　【請求項６】
　請求項１に記載の記録媒体であって、ＭがＮと等しい、記録媒体。
　　【請求項７】
　請求項１に記載の記録媒体であって、ＮがＭより大きい、記録媒体。
　　【請求項８】
　請求項７に記載の記録媒体であって、前記記録媒体に、ＮからＭを引いた数のディスク
リート拡張サラウンドサウンド・チャネルが記録され、そのチャネルのそれぞれが前記Ｎ
個のサラウンドサウンド・オーディオ信号の異なる１つを運ぶ、記録媒体。
　　【請求項９】
　請求項８に記載の記録媒体であって、前記Ｍが２である個数のディスクリート・サラウ
ンドサウンド・オーディオ・チャネルがあり、前記複数のディスクリート・オーディオ・
チャネルが、それぞれのディスクリート・フロント・オーディオ信号を運ぶ３つのディス
クリート・フロント・チャネルと、サブウーファ信号を運ぶサブ・チャネルとを含み、前
記３つのフロント・チャネルと、２つのサラウンドサウンド・チャネルと、サブ・チャネ
ルとが、５．１オーディオ・フォーマットで前記記録媒体に記録され、前記ディスクリー
ト拡張サラウンドサウンド・チャネルが、前記５．１オーディオ・フォーマットに付加さ
れる拡張ビットとして記録される、記録媒体。
　　【請求項１０】
　請求項８に記載の記録媒体であって、前記記録媒体に、Ｎから２を引いた個数のディス
クリート拡張サラウンドサウンド・チャネルが記録され、そのチャネルのそれぞれが、Ｎ
個のオーディオ信号の異なる１つを運ぶ、記録媒体。
　　【請求項１１】
　請求項９に記載の記録媒体であって、前記Ｎ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号
が、左サラウンド信号と、右サラウンド信号と、中央サラウンド信号とを備える、記録媒
体。
　　【請求項１２】
　請求項９に記載の記録媒体であって、前記ディスクリート・オーディオ・チャネルが、
デジタル・フォーマットで前記記録媒体に携えられる、記録媒体。
　　【請求項１３】
　請求項１２に記載の記録媒体であって、前記記録媒体が、デジタル情報を表す光学的に
記録された記号を有するフィルムであり、前記デジタル情報が前記ディスクリート・オー
ディオ・チャネルを表す、記録媒体。
　　【請求項１４】
　請求項１２に記載の記録媒体であって前記記録媒体が、デジタル情報を表すディスク表
面に刻まれたピットを有する光ディスクであり、前記デジタル情報が前記ディスクリート
・オーディオ・チャネルを表す、記録媒体。
　　【請求項１５】
　請求項１４に記載の記録媒体であって、前記記録媒体が、デジタル・ビデオ・ディスク
（ＤＶＤ）である、記録媒体。
　　【請求項１６】
　請求項１に記載の記録媒体であって、前記記録媒体に、Ｎ個のディスクリート拡張サラ
ウンドサウンド・チャネルが記録され、そのＮからＭを引いた個数のチャネルが、ディス
クリート・サラウンドサウンド・オーディオ信号を運び、残りのＭ個のチャネルが、差オ
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ーディオ信号を運ぶ、記録媒体。
　　【請求項１７】
　Ｎ個の混合されたオーディオ信号を運ぶＭ個のディスクリート・オーディオ・チャネル
と、前記Ｎ個のオーディオ信号の少なくとも１つを運ぶ少なくとも１つのディスクリート
拡張チャネルとを記録した、機械読取可能な記録媒体であって、Ｎ個のディスクリート拡
張チャネルが記録され、そのＮからＭを引いた個数のチャネルが、ディスクリート・オー
ディオ信号を運び、残りのＭ個のチャネルが、差オーディオ信号を運ぶものであり、前記
Ｍ個の差オーディオ信号は、Ｍ個のチャネルのオーディオの混合と、Ｎ個のチャネルのオ
ーディオの混合における対応するＭ個のチャネルとの間の、重み付けした差を表すもので
ある、記録媒体。
　　【請求項１８】
　製造物であって、
　ポータブルの機械読取り可能記憶媒体と、
　Ｎ＞ＭであるＭ個のディスクリート・オーディオ・チャネル上に混合されたＮ個のオー
ディオ信号を含むマルチチャネル・オーディオ信号を表すデジタル・ビットストリームで
あって、前記Ｎ個のオーディオ信号の少なくとも１つが少なくとも１つのディスクリート
拡張チャネル上で運ばれるものであり、前記ディスクリート・オーディオ・チャネルと前
記ディスクリート拡張チャネルとが、オーディオ・フレームのシーケンスとして、前記ポ
ータブルの機械読取り可能記憶媒体に記録されるものである、デジタル・ビットストリー
ムと
を備え、
　それぞれの前記オーディオ・フレームが、
　　　前記ディスクリート・オーディオ・チャネルを表す所定のマルチチャネル・オーデ
ィオ・フォーマットのオーディオ・データと、
　　　前記ディスクリート拡張チャネルを表す前記マルチチャネル・オーディオ・フォー
マットに付加されたオーディオ・データと
を備える、
　製造物。
　　【請求項１９】
　請求項１９に記載の製造物であって、前記オーディオ・フレームのサイズが、前記ディ
スクリート拡張チャネルを収容するようにフレームごとに変化することができる、製造物
。
　　【請求項２０】
　請求項１８に記載の製造物であって、前記ディスクリート・オーディオ・チャネルが、
デジタル・フォーマットで前記記録媒体に携えられ、前記記録媒体が、デジタル情報を表
すディスク表面に刻まれたピットを有する光ディスクであり、前記デジタル情報が前記デ
ィスクリート・オーディオ・チャネルを表す、製造物。
　　【請求項２１】
　機械読取可能な記録媒体であって、Ｎ個の混合されたオーディオ信号を運ぶＭ個のディ
スクリート・オーディオ・チャネルと、前記オーディオ信号の１つを運ぶディスクリート
拡張サラウンドサウンド・チャネルとでエンコードされたマルチチャネル・オーディオ信
号を記録する記録媒体。
　　【請求項２２】
　請求項２１に記載の記録媒体であって、前記Ｍ個のディスクリート・オーディオ・チャ
ネルが、所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットでエンコードされ、前記ディ
スクリート拡張チャネルがエンコードされて前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フ
ォーマットに付加される、記録媒体。
　　【請求項２３】
　請求項２２に記載の記録媒体であって、前記信号が、ＮからＭを引いた個数のディスク
リート拡張チャネルで符号化されるものであり、そのチャネルのそれぞれが前記Ｎ個のオ
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ーディオ信号の異なる１つを運ぶものである、記録媒体。
　　【請求項２４】
　請求項２１に記載の記録媒体であって、前記信号が、前記Ｍ個のディスクリート・オー
ディオ・チャネルと前記ディスクリート拡張チャネルとでエンコードされたキャリア信号
を備える、記録媒体。
　　【請求項２５】
　請求項２４に記載の記録媒体であって、前記信号が、Ｎ個のディスクリート拡張チャネ
ルでエンコードされるものであり、そのＮからＭを引いた個数のチャネルがディスクリー
ト・オーディオ信号を運び、残りのＭ個のチャネルが差オーディオ信号を運ぶものである
、記録媒体。
　　【請求項２６】
　請求項２５に記載の記録媒体であって、前記Ｍ個の前記差オーディオ信号が、Ｍ個のチ
ャネルのオーディオの混合と、Ｎ個のチャネルのオーディオの混合における対応するＭ個
のチャネルとの間の、重み付けした差を表す、記録媒体。
　　【請求項２７】
　拡張されたマルチチャネル・オーディオ・フォーマットで、マルチチャネル・オーディ
オを、所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットで記録された媒体を読み取るよ
うに構成されたオーディオ・デコーダの既存のベースによって再生するように、または、
前記拡張されたマルチチャネル・オーディオ・フォーマットで記録された媒体を読み取る
ように構成されたオーディオ・デコーダのベースによって再生するように、機械読取可能
な記録媒体に記録する方法であって、
　複数のオーディオ信号およびＮ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号に対するサウ
ンド情報を混合するステップと、
　前記Ｎ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号を、ＭがＮ未満であるＭ個の混合サラ
ウンドサウンド・オーディオ信号へと混合するステップと、
　前記記録媒体上に、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットで、ディス
クリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルに、前記Ｍ個の混合サラウンドサ
ウンド・オーディオ信号および前記複数のオーディオ信号を記録するステップと、
　個々のディスクリート拡張サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルの前記Ｎ個のサ
ラウンドサウンド・オーディオ信号の少なくとも１つを、前記所定のマルチチャネル・オ
ーディオ・フォーマットへ付加される拡張ビットとして前記記録媒体に記録するステップ
であって、前記マルチチャネル・オーディオ・フォーマットと前記拡張ビットとが共にな
り、前記拡張されたマルチチャネル・オーディオ・フォーマットを構成するものである、
ステップと、
　を備える方法。
　　【請求項２８】
　請求項２７に記載の方法であって、前記ディスクリート・サラウンドサウンド・オーデ
ィオ・チャネルとディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとが、オーディオ・
フレームのシーケンスとして前記記録媒体に記録されるものであり、前記ディスクリート
拡張サラウンドサウンド・チャネルを収容するように、前記オーディオ・フレームのサイ
ズをフレーム毎に変更するステップを更に備える方法。
　　【請求項２９】
　請求項２７に記載の方法であって、ＮからＭを引いた個数の前記サラウンドサウンド・
オーディオ信号が、それぞれのディスクリート拡張サラウンドサウンド・オーディオ・チ
ャネルに記録される、方法。
　　【請求項３０】
　請求項２７に記載の方法であって、前記サラウンドサウンド・オーディオ信号が、左と
、右と、中央とのサラウンドサウンド信号を備えるものであり、３つのフロント・オーデ
ィオ信号とサブ・オーディオ信号とに対するサウンド情報を更に備え、それらは混合され
て、５．１チャネル・オーディオ・フォーマットで、Ｍ＝２である２つのディスクリート
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・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルで記録される、方法。
　　【請求項３１】
　請求項２７に記載の方法であって、Ｎ個とＭ個の前記サラウンドサウンド・オーディオ
信号が、それぞれＮチャネル混合とＭチャネル混合とを表すものであり、
　前記Ｍチャネル混合と、前記Ｎチャネル混合における対応するＭ個のディスクリート・
オーディオ信号との間の、重み付けした差信号を計算するステップと、
　前記重み付けした差信号をそれぞれのディスクリート拡張チャネルに記録するステップ
と
　を更に備える方法。
　　【請求項３２】
　マルチチャネル・オーディオを再生する方法であって、
　記録されたビットストリームを有する、機械読取可能な記録媒体を受け取るステップで
あって、前記ビットストリームが、所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットで
Ｎ＞ＭであるＮ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号の混合したものを運ぶＭ個のデ
ィスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルと、少なくとも１つのディス
クリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとを含むものであり、各ディスクリート拡張
サラウンドサウンド・チャネルが、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマッ
トに付加された拡張ビットとして前記Ｎ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号の１つ
を運ぶものである、ステップと、
　前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットのビットを読み取り、前記拡張
ビットは無視するステップと、
　前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルを再生するた
めに、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットのビットをデコードするス
テップと、
　前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルを、それぞれ
のディスクリート・スピーカ・チャネルに適用して、Ｍ個のディスクリート・サラウンド
サウンド・オーディオ信号と少なくとも１つのファントム・サラウンドサウンド・オーデ
ィオ信号とを再生するステップと
　を備える方法。
　　【請求項３３】
　請求項３２に記載の方法であって、前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・
オーディオ・チャネルが、左と右とのサラウンドサウンド・チャネルであり、前記Ｎ個の
サラウンドサウンド・オーディオ信号が、左と右と中央とのサラウンドサウンド信号を備
え、前記中央のサラウンドサウンド信号を運ぶ前記ディスクリート拡張サラウンドサウン
ド・チャネルは、読み取り中は無視されるが、ファントム中央サラウンド信号として再生
される、方法。
　　【請求項３４】
　請求項３２に記載の方法であって、前記ディスクリート・サラウンドサウンド・オーデ
ィオ・チャネルとディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとが、一度に１フレ
ーム読み取られるオーディオ・フレームのシーケンスとして、前記記録媒体に記録され、
前記記録媒体に記録される前記オーディオ・フレームのサイズが、前記ディスクリート拡
張サラウンドサウンド・チャネルを収容するようにフレームごとに変化する、方法。
　　【請求項３５】
　マルチチャネル・オーディオを再生する方法であって、
　記録されたビットストリームを有する、機械読取可能な記録媒体を受け取るステップで
あって、前記ビットストリームが、所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットで
Ｎ＞ＭであるＮ個の混合されたオーディオ信号を運ぶＭ個のディスクリート・オーディオ
・チャネルと、少なくとも１つのディスクリート拡張チャネルとを含むものであり、各デ
ィスクリート拡張チャネルが、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットに
付加された拡張ビットとして前記Ｎ個のオーディオ信号の１つを運ぶものである、ステッ
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プと、
　前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットのビットを読み取り、前記拡張
ビットは無視するステップと、
　前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットのビットをデコードして、前記
Ｍ個のディスクリート・オーディオ・チャネルを再生するステップと、
　前記Ｍ個のディスクリート・オーディオ・チャネルをマトリックス・デコードして、Ｎ
個のディスクリート・オーディオ・チャネルを提供するステップであって、前記Ｎ個のデ
ィスクリート・オーディオ・チャネルは、Ｎ個の混合された前記オーディオ信号のマトリ
ックス・デコードされたオーディオ表現を運ぶものである、ステップと、
　前記Ｎ個のディスクリート・オーディオ・チャネルを、それぞれのディスクリート・ス
ピーカ・チャネルに適用して、マトリックス・デコーディングしたマルチチャネル・オー
ディオを再生するステップと
　を備える方法。
　　【請求項３６】
　請求項３５に記載の方法であって、前記Ｍ個のディスクリート・オーディオ・チャネル
が、左と右とのサラウンドサウンド・チャネルであり、前記Ｎ個のディスクリート・オー
ディオ信号が、左と右と中央とのサラウンドサウンド信号を備え、前記中央のサラウンド
サウンド信号を運ぶ前記ディスクリート拡張チャネルは、それが読取り中に無視されるの
で、マトリックス・デコーディングしたオーディオとして再生される、方法。
　　【請求項３７】
　請求項３５に記載の方法であって、前記ディスクリート・オーディオ・チャネルとディ
スクリート拡張チャネルとが、一度に１フレーム読み取られるオーディオ・フレームのシ
ーケンスとして前記記録媒体に記録され、前記記録媒体に記録される前記オーディオ・フ
レームのサイズは、前記ディスクリート拡張チャネルを収容するようにフレームごとに変
化する、方法。
　　【請求項３８】
　マルチチャネル・オーディオを再生する方法であって、
　記録されたビットストリームを有する、機械読取可能な記録媒体を受け取るステップで
あって、前記ビットストリームが、所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットで
Ｎ＞ＭであるＮ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号の混合したものを運ぶＭ個のデ
ィスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルと、少なくとも１つのディス
クリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとを含み、各ディスクリート拡張チャネルが
、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットに付加される拡張ビットとして
前記Ｎ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号の１つを運ぶものである、ステップと、
　所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットのビットを読み取るステップと、
　前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットのビットをデコードして前記Ｍ
個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルを再生するステップと
、
　拡張ビットを読み取るステップと、
　前記拡張ビットをデコードして、少なくとも１つのディスクリート拡張サラウンドサウ
ンド・チャネルを提供するステップと、
　前記拡張サラウンドサウンド・チャネルを使用して前記Ｍ個のディスクリート・サラウ
ンドサウンド・オーディオ・チャネルを混合デコーディングして、それぞれがディスクリ
ート・サラウンドサウンド・オーディオ信号の１つを運ぶＭ個のディスクリート・サラウ
ンドサウンド・オーディオ・チャネルを提供するステップと、
　前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルと前記少なく
とも１つの拡張サラウンドサウンド・チャネルとを、それぞれのディスクリート・スピー
カ・チャネルに適用して、前記Ｎ個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ
信号を再生するステップと
　を備える方法。
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　　【請求項３９】
　請求項３８に記載の方法であって、前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・
オーディオ・チャネルが、左と右とのサラウンドサウンド・チャネルであり、前記Ｎ個の
ディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ信号が、左と右と中央とのサラウンド
サウンド信号を備え、前記ディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルが、読み取
られてディスクリート中央サラウンドサウンド信号として再生される前記中央のサラウン
ドサウンド信号を運ぶ、方法。
　　【請求項４０】
　請求項３８に記載の方法であって、前記ディスクリート・サラウンドサウンド・オーデ
ィオ・チャネルとディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとが、一度に１フレ
ーム読み取られるオーディオ・フレームのシーケンスとして前記記録媒体に記録され、前
記記録媒体に記録される前記オーディオ・フレームのサイズは、前記ディスクリート拡張
サラウンドサウンド・チャネルを収容するようにフレームごとに変化する、方法。
　　【請求項４１】
　請求項３８に記載の方法であって、ＮからＭを引いた個数のディスクリート拡張サラウ
ンドサウンド・チャネルがデコードされる、方法。
　　【請求項４２】
　記録されたビットストリームを有する、機械読取可能な記録媒体からサラウンドサウン
ド・オーディオを再生する装置であって、前記ビットストリームが、所定のマルチチャネ
ル・オーディオ・フォーマットのＮ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号の混合した
ものを運ぶＭ個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルと、少な
くとも１つのディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとを含み、各ディスクリ
ート拡張サラウンドサウンド・チャネルが、前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フ
ォーマットに付加された拡張ビット（１２０）として前記サラウンドサウンド・オーディ
オ信号の１つを運ぶものである、装置において、
　前記所定のマルチチャネル・オーディオ・フォーマットの前記ビットを読み取り、前記
拡張ビットを無視し、前記ビットをデコードして前記Ｍ個のディスクリート・サラウンド
サウンド・オーディオ・チャネルを再生するマルチチャネル・オーディオ・デコーダと、
　前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネルを受け取って
前記拡張ビットを読み取り、前記拡張ビットをデコードして少なくとも１つのディスクリ
ート拡張サラウンドサウンド・チャネルを再生し、前記拡張サラウンドサウンド・チャネ
ルを使用して、前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・チャネル上で運ばれる
前記Ｎ個のサラウンドサウンド・オーディオ信号を分離して、前記Ｍ個のディスクリート
・サラウンドサウンド・オーディオ・チャネル上で運ばれるＭ個のディスクリート・サラ
ウンドサウンド・オーディオ信号を提供し、前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウ
ンド・オーディオ・チャネルと少なくとも１つのディスクリート拡張サラウンドサウンド
チャネルとを、それぞれのディスクリート・スピーカ・チャネルに適用して、前記Ｎ個の
ディスクリート・サラウンドサウンド・オーディオ信号を再生する、混合デコーダと
　を備える装置。
　　【請求項４３】
　請求項４２に記載の装置であって、前記Ｍ個のディスクリート・サラウンドサウンド・
オーディオ・チャネルが、混合された左と右と中央とのサラウンドサウンド信号を運ぶ左
と右とのサラウンドサウンド・チャネルであり、前記ディスクリート拡張サラウンドサウ
ンド・チャネルが、前記混合デコーダが読み取ってディスクリート中央サラウンドサウン
ド信号として再生する前記中央のサラウンドサウンド信号を運ぶ、装置。
　　【請求項４４】
　請求項４３に記載の装置であって、前記記録媒体に記録されたビットストリームが、そ
れぞれのディスクリート・フロント・オーディオ信号を運ぶ３つのディスクリート・フロ
ント・チャネルと、サブウーファ信号を運ぶサブ・チャネルとを有し、３つの前記フロン
ト・チャネルと、Ｍ＝２である２つの前記ディスクリート・サラウンドサウンド・オーデ
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ィオ・チャネルと、前記サブ・チャネルとが、５．１オーディオ・フォーマットで記録媒
体に記録され、前記マルチチャネル・オーディオ・デコーダが５．１チャネル・デコーダ
を備える、装置。
　　【請求項４５】
　請求項４２に記載の装置であって、前記ディスクリート・サラウンドサウンド・オーデ
ィオ・チャネルと前記ディスクリート拡張サラウンドサウンド・チャネルとが、ビットス
トリームのオーディオ・フレームのシーケンスとして前記記録媒体に記録され、前記記録
媒体に記録される前記オーディオ・フレームのサイズが、前記ディスクリート拡張チャネ
ルを収容するようにフレームごとに変化するものであり、前記マルチチャネル・オーディ
オ・デコーダと前記混合デコーダとが、前記フレームのサイズに従って一度に１フレーム
ずつ前記シーケンスを読み取る、装置。
　　【請求項４６】
　機械読取可能な記録媒体であって、Ｎ個の混合されたオーディオ信号を運ぶＭ個のディ
スクリート・オーディオ・チャンネルと、前記Ｎ個のオーディオ信号の少なくとも１つを
運ぶ少なくとも１つのディスクリート拡張チャネルとを、デジタル・ビットストリームを
形成するオーディオ・フレームのシーケンスとして担持するものであり、前記オーディオ
・フレームのサイズが、前記ディスクリート拡張チャネルを収容するようにフレームごと
に変化するものである、記録媒体。
　　【請求項４７】
　請求項４６に記載の記録媒体であって、それぞれの前記オーディオ・フレームが、同期
ワードと、前記ディスクリート・オーディオ・チャネルを表す所定のマルチフォーマット
・オーディオ・フォーマットのオーディオ・データと、前記ディスクリート拡張チャネル
を表す前記マルチチャネル・オーディオ・フォーマットに付加されるオーディオ・データ
とを含む、記録媒体。
　　【請求項４８】
　請求項４６に記載の記録媒体であって、前記ディスクリート拡張チャネルがディスクリ
ート拡張サラウンドサウンド・チャネルである、記録媒体。
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